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六
月
七
日（
火
）か
ら
九
日

（
木
）、
短
期
大
学
部
保
育
科
第

一
部
二
年
生
と
第
二
部
三
年
生

を
対
象
と
し
た
、
念
願
の
学
外

研
修
Ⅱ
を
実
施
し
ま
し
た
。「
皆

さ
ん
、
お
ば
ん
で
す
！
」こ
の

北
海
道
弁
で
の
夕
食
の
挨
拶
も

三
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は「
聖
徳
教

育
」の
一
環
で
、
研
修
旅
行
で

の
経
験
・
体
験
を
通
し
て「
自
己

管
理
能
力
」「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
」

な
ど
の
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。本

来
は
六
泊
七
日
の
行
程
を
二
泊

三
日
に
短
縮
し
つ
つ
も
、
充
実

し
た
学
外
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
で
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

お
天
道
様
も
保
育
科
学
生
を
笑

顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

釧
路
市
湿
原
展
望
台
で
は
、

北
海
道
の
雄
大
な
自
然
を
見
渡

す
こ
と
が
で
き
、
北
海
道
へ
来

た
実
感
が
湧
き
ま
し
た
。
晴
れ

た
姿
を
見
せ
な
い「
霧
の
摩
周

湖
」で
さ
え
、
た
っ
た
一

度
の
訪
問
で
澄
み
渡
る

神
秘
的
な
摩
周
ブ
ル
ー

を
見
る
こ
と
が
で
き
、

一
同
大
興
奮
で
し
た
。

今
回
の
研
修
旅
行
で
初

め
て
組
み
込
ま
れ
た
摩

周
湖
星
空
ツ
ア
ー
は
、

残
念
な
が
ら
霧
に
覆
わ

れ
、
星
は
見
え
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
一
日
の
う

ち
に
晴
れ
た
姿
と
霧
の

姿
、
二
つ
の
摩
周
湖
を

体
験
で
き
ま
し
た
。

　

硫
黄
山
で
は
、
ほ
と
ば
し
る

噴
煙
を
前
に
、
大
地
の
神
秘
を

感
じ
つ
つ
、ア
イ
ヌ
民
族
資
料

館
で
北
海
道
の
歴
史
文
化
に
触

れ
、
阿
寒
湖
で
は
、
丸
く
な
る

マ
リ
モ
か
ら
自
然
の
神
秘
を
感

じ
、
川
湯
温
泉
や
十
勝
川
温
泉

の
お
湯
か
ら
は
、
大
地
の
豊
か

さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
美
し
い
花
時
計

の
前
で
写
真
を
撮
り
、ク
ラ
ス

の
友
人
と
の
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
時
報
を
聞
き
、

池
田
ワ
イ
ン
城
を
見
学
、
幸
福

駅
を
経
て
、
充
実
し
た
三
日
間

の
研
修
旅
行
を
終
え
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
を
着
け

て
の
研
修
旅
行
で
し
た
が
、
北

海
道
の
自
然
、
文
化
に
触
れ
、

ク
ラ
ス
を
超
え
た
友
人
や
教
職

員
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
た
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー  

木
村
彩
子
選
手

「
ア
ー
ス
・
モ
ン
ダ
ミ
ン
カ
ッ
プ
」

ツ
ア
ー
初
優
勝
！

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
一
年

片
野
貫
一
朗
君

関
東
中
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
決
勝
大
会
兼

夏
の
全
国
大
会
予
選　
　

優
勝
！

　

七
月
九
日（
土
）、
看
護
学
部

三
年
生
の「
第
七
回
ナ
ー
ス
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
認
証
式
～
看

護
師
に
な
る
た
め
の
決
意
式
～
」

を
聖
徳
大
学
川
並
香
順
記
念
講

堂
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
策
と
し
て
、
今
年
度
も
来
賓

の
参
列
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
保
護
者
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
配
信
し
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
は
、
看
護
学
部
開

設
以
来
、
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

秋
学
期
か
ら
本
格
的
な
臨
地
実

習
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
看

護
学
生
が
医
療
に
携
わ
る
人
間

と
し
て
の
責
任
感
や
使
命
感
を

自
覚
し
、
看
護
の
心
を
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、

水
戸
美
津
子
学
部
長
よ
り
学
生

一
人
ひ
と
り
に
認
証
バ
ッ
ジ
と

キ
ャ
ン
ド
ル
を
授
与
し
ま
し
た
。　

学
生
た
ち
の「
誓
い
の
言
葉
」

で
は
、「
私
た
ち
七
期
生
は
、
看

護
の
道
を
目
指
す
も
の
と
し
て
、

今
日
、
新
た
な
決
意
を
こ
こ
に

表
明
し
ま
す
。
発
展
し
続
け
る

保
健
医
療
を
担
う
者
と
し
て
、

常
に
責
任
を
持
ち
、
主
体
的
に

学
び
続
け
ま
す
。「
和
」の
精
神

に
基
づ
き
、
思
い
や
り
、
い
た

わ
り
、
優
し
さ
を
大
切
に
し
、

看
護
を
必
要
と
す
る
人
々
に
真

摯
に
向
き
合
い
ま
す
。
私
た
ち

を
支
え
て
く
だ
さ
る
人
々
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
仲
間
と
助

け
あ
い
、
い
か
な
る
困
難
に
も

立
ち
向
か
い
、
と
も
に
乗
り
越

え
、
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
自

ら
考
え
行
動
で
き
る
実
践
力
と

気
品
あ
る
凛
と
し
た
看
護
師
に

な
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
述

べ
ま
し
た
。

　

川
並
弘
純
学
長
か
ら
は「
今

ま
で
学
ん
だ
知
識
を
目
の
前
の

患
者
に
応
用
で
き
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
自
信
を
持
っ
て
臨

ん
で
ほ
し
い
」、増
井
三
夫
副
学

長
か
ら
は「
今
日
灯
さ
れ
た
ろ

う
そ
く
の
火
は
、
看
護
師
と
し

て
の
使
命
感
で
あ
り
、
患
者
の

希
望
の
光
と
し
て
引
き
継
が
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
誇
り
を

持
っ
て
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
」と
い
う
激
励
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
水
戸
学
部
長
か
ら

は「
不
安
や
緊
張
も
大
き
い
が
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
実

習
に
臨
ん
で
ほ
し
い
」と
温
か

い
言
葉
で
送
り
出
し
ま
し
た
。

学
生
た
ち
の
心
に
残
る
決
意
式

と
な
り
ま
し
た
。

第
七
回

ナ
ー
ス
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

認
証
式

学
外
研
修
Ⅱ︵
北
海
道
研
修
旅
行
︶を

三
年
ぶ
り
に
実
施

短
期
大
学
部
保
育
科

大
学
看
護
学
部

　

聖
徳
大
学
附
属
女
子
高
等
学

校（
現
・
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

高
等
学
校
）を
平
成
二
十
六
年

度
に
卒
業
後
、プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
る
木
村
彩

子
選
手
が
、六
月
二
十
三
日（
木
）

か
ら
二
十
六
日（
日
）に
、千
葉
県

カ
メ
リ
ア
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー

　

六
月
二
十
七
日（
月
）、
取
手

国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い
て
、

「
二
〇
二
二
年
度
関
東
中
学
校

ゴ
ル
フ
選
手
権
決
勝
大
会
兼
夏

の
全
国
大
会
予
選（
七
十
六
名

出
場
）」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学

校
一
年
生
の
片
野
貫
一
朗
君
が

七
ア
ン
ダ
ー
六
十
五（
一
イ
ー

グ
ル
五
バ
ー
デ
ィ
）と
い
う
驚
異

的
な
ス
コ
ア
で
二
位
に
三
打
差

を
つ
け
て
圧
勝
し
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
た「
二
〇
二
二

年
ア
ー
ス
・
モ
ン
ダ
ミ
ン
カ
ッ

プ
」に
出
場
し
、
通
算
四
ア
ン

ダ
ー
で
ツ
ア
ー
初
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

今
後
の
木
村
選
手
に
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

中
学
校
に
入
学
し
て
三
カ
月

で
の
快
挙
に
校
内
外
で
歓
喜

の「
和
」が
広
ま
り
ま
し
た
。な

お
、「
二
〇
二
二
年
度
全
国
中
学

校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
」は
八

月
八
日（
月
）か
ら
十
日（
水
）

の
三
日
間
、
栃
木
県
の
ピ
ー
ト

ダ
イ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
学
ゴ
ル
フ

部
で
は
、
真
摯
に
練
習
に
取
り

組
み
、
全
国
大
会
上
位
入
賞
を

目
標
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

晴れ渡る釧路市湿原展望台

噴気孔からほとばしる噴煙を浴びる学生たち

花時計を前にクラス写真を撮影



第121号 （2）令和4年8月1日（月）

あ
そ
び
の
駄
菓
子
屋くま

さ
ん

船
橋
市
食
育
展

卒
業
生
と
在
学
生
が

共
同
で
調
査
研
究

み
な
と
ダ
イ
バ
ー
シ
ティ
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
二
〇
二
二
で

「
フィ
ー
ル
ド・リ
ン
ケ
ー
ジ
」

児
童
学
科
有
川
ゼ
ミ

親
子
の
交
流
会

―
世
界
で
一
つ
の
○
○
○
を
作
ろ
う
！
―

　

六
月
十
八
日（
土
）と
七
月
九

日（
土
）、
松
戸
市
内
に
あ
る
常

盤
平
団
地
の
ポ
ー
ル
公
園
に
て
、

遊
び
の
出
前
活
動
を
通

じ
て
多
世
代
間
の
交
流

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
あ
そ
び
の
駄
菓
子
屋

く
ま
さ
ん
」を
行
い
ま

し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、本
学

と
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
の

協
定
締
結
後
初
の
取
り

組
み
と
し
て
、
生
涯
学

習
研
究
所
、レ
ジ
ャ
ー
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学

研
究
室
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
の
共
同
企
画
と
し
て

行
い
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、子
ど
も
、
若
者
、

高
齢
者
の
世
代
間
交
流
の
減
少

が
地
域
の
相
互
支
援
に
大
き
く

影
響
し
、今
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
た
交
流
を
軸
に
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
が
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
け
ん
玉
や
こ
ま
と

い
っ
た
昔
遊
び
、マ
ン
カ
ラ
や
動

物
将
棋
な
ど
の
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー

ム
、ド
ッ
ジ
ビ
ー
を
会
場
に
用

意
し
、
子
ど
も
を
中
心
に
保
護

者
や
本
学
学
生
が
遊
び
を
通
し

て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
初
の

試
み
で
し
た
が
、
各
回
四
十
名

以
上
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

人
間
栄
養
学
部
で
は
毎
年
、

船
橋
市
食
育
展
に
参
加
し
て
い

ま
す
。今
年
度
の
食
育
展
の
テ
ー

マ
は「
船
橋
産
の
旬
の
食
材
を
知

ろ
う
！
お
い
し
く
食
べ
よ
う
！
」

で
す
。
本
学
は
船
橋
市
保
健
所

に
栄
養
士
と
し
て
勤
め
て
い
る

卒
業
生
と
共
同
研
究
を
企
画
し
、

「
一
般
住
民
を
対
象
と
し
た
野

菜
・
果
物
摂
取
に
関
す
る
調
査

研
究
」に
つ
い
て
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

六
月
八
日（
水
）か
ら
十
六
日

（
木
）ま
で
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
船

橋
一
階
メ
イ
ン
通
路
に
て
、
六

月
二
十
日（
月
）か
ら
二
十
四
日

　

六
月
十
一
日（
土
）･

十
二
日

（
日
）、
文
学
部
片
山
ゼ
ミ
、
教

育
学
部
北
畑
ゼ
ミ
、
祓
川
ゼ
ミ

の
有
志
学
生
が｢

み
な
と
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

二
〇
二
二｣

（
東
京
青
年
会
議

所
主
催
）に
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
多
様
な
価

値
観
を
受
容
し
や
す
い
地
域
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
等
を
目
指

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
生

た
ち
は
、
株
式
会
社
マ
イ
テ
ィ

ブ
ッ
ク
と
株
式
会
社
東
北
新
社

と
の
共
同
企
画
で
視
覚
障
害
を

理
解
す
る
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル

布
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「T
ouch &

 Feel

布
絵
本
を
作

（
金
）は
船
橋
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
一
階
ロ
ビ
ー
に
て
野
菜
摂

取
に
関
す
る
展
示
資
料
を
掲
示

し
ま
し
た
。

　

六
月
十
一
日（
土
）、
十
二
日

（
日
）に
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
船
橋

一
階
光
の
広
場
に
て
行
わ
れ
た

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
で
は
、ゼ
ミ

生
な
ど
八
名
が
参
加
し
、ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
カ
ゴ
メ（
株
）の

ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
を
活
用
し
た
推

定
野
菜
摂
取
量
の
測
定
を
行
い

ま
し
た
。
二
日
間
で
約
百
九
十

名
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

野
菜
・
果
物
摂
取
の
促
進
は
、

生
活
習
慣
病
等
の
予
防
の
観
点

ろ
う
！
」の
出
展
ブ
ー
ス
に
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
が「SD

G
s

を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
実
践

か
ら
多
く
の
地
域
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
イ
ベ
ン
ト
の
取

り
組
み
が
少
し
で
も
そ
れ
ら
の

課
題
改
善
に
役
立
つ
よ
う
、
ま

し
て
い
く
か
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
」「
子
ど
も
と
実
際

に
接
し
た
こ
と
で
自

信
が
つ
い
た
」な
ど
、

日
頃
の
学
び
と
結
び

つ
け
た
感
想
を
持
っ
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、他
学
部
と
の
協

同
を
通
じ
た
学
び
の

深
化
も
見
ら
れ
、本
学

が
他
大
学
に
先
駆
け

て
推
進
す
る「
フ
ィ
ー

ル
ド
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
」

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効

果
が
感
じ
ら
れ
る
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

た
調
査
研
究
結
果
を
地
域
社
会

に
還
元
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
励
み
ま
す
。

文学部
×

教育学部

　

六
月
二
十
五
日（
土
）、テ
ラ

ス
モ
ー
ル
松
戸
で「
親
子
の
交

流
会
―
世
界
で
一
つ
の

○
○
○
を
作
ろ
う
！
―
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
感
染
症
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
事
前
申
し
込

み
制（
親
子
十
六
組
限
定
）

と
し
、
参
加
者
は
「
手
形

ア
ー
ト
」「
マ
ス
ク
ペ
イ
ン

ト
」の
ど
ち
ら
か
を
選
び

親
子
で
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地

域
課
題
を
発
見
し
、
解
決

手
法
を
考
え
る
課
題
解
決

型
学
習（Project Based 

Learning : PBL

）と
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
親
子

交
流
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
し
た
。参
加
し
た
保
護
者

か
ら
は「
お
う
ち
遊
び
の
幅
が

広
が
っ
た
」「
同
年
代
の
お
子

さ
ん
を
持
つ
保
護
者

と
お
話
が
で
き
て
良

か
っ
た
」な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

　

有
川
ゼ
ミ
の
三
、四

年
生
に
加
え
、サ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
地
域
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究

受
講
学
生（
一
年
生
）、

社
会
教
育
主
事
課
程

学
生（
三
年
生
）も
参

加
し
、
学
年
を
超
え

て
学
び
合
う
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
に

飛
び
出
た
学
び
を
大

切
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
実
践
・
研
究
を

行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
の
共
同
企
画
始
動
！

会場の様子

テーブルゲームで楽しむ様子イオンモール船橋にてブースを出展

人
間
栄
養
学
部
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の
根
拠
、
他
の
教
員
の
考
え
方

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
」「
自
分

に
な
い
新
た
な
視
点
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
」な
ど
の
感
想
が

三
カ
月
で
す
が
、
と
て
も
立
派

な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
披

露
し
ま
し
た
。
学
生
か
ら
は
学

年
に
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
意
見

や
質
問
が
あ
り
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
場

あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
実
施
す

る
統
合
実
習
で
の
実
践
に
向
け

て
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

し
た
先
生
か
ら
も
多
く
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
意
見
、
感
想
が
あ
り
、

今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き

ま
す
。

　

最
終
報
告
会
は
十
二
月
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

六
月
三
日（
金
）、
令
和
四
年

度
第
一
回
看
護
学
部
Ｆ
Ｄ
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
、「
統
合
実
習
の
複
数

患
者
対
応
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
体
験
と
指
導
の
在
り
方
の
検

討
」で
し
た
。

　

統
合
実
習
と
は
、
毎
年
九
月

に
看
護
学
部
四
年
生
が
履
修
す

る
実
習
で
す
。
看
護
学
生
と
し

て
最
後
の
実
習
で
は
、
複
数
の

患
者
を
受
け
持
ち
、
優
先
順
位

を
考
え
て
看
護
実
践
を
行
い
ま

す
。
そ
の
優
先
順
位
の
考
え
方

に
つ
い
て
、
実
習
に
行
く
前
に
、

学
内
で
事
例
を
用
い
た
シ
ミ
ュ

レ
―
シ
ョ
ン
演
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
Ｆ
Ｄ
研
修
会
で
は
、看

　

七
月
八
日（
金
）、「
社
会
貢
献

活
動
の
理
論
と
実
践
」の
授
業

で
の
活
動
に
つ
い
て
、
中
間
報

告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

授
業
は
総
合
文
化
学
科
の
特
徴

的
な
科
目
で
あ
り
、
一
年
生
が

社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
活
動
に

つ
い
て
理
解
し
、情
報
の
収
集
・

分
析
力
・
課
題
発
見
力
、
企
画

力
等
に
必
要
な
能
力
や
技
術
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

◆
フ
ー
ド
と
製
菓
の
名
品
作
り

（
枝
豆
と
梨
で
社
会
貢
献
）

◆
岩
瀬
自
治
会
と
の
交
流（
お

護
学
部
教
員
全
員
が
、
こ
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
模
擬

的
に
体
験
し
、
今
後
の
指
導
に

活
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
ま

し
た
。
ま
ず
始
め
に
、
六
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
学
生
の

立
場
で
、
四
名
の
患
者
の
事
例

に
つ
い
て
、
優
先
順
位
を
検
討

し
ま
し
た
。
事
例
の
患
者
の
状

況
は
、
時
間
経
過
と
と
も
に
変

化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
変
化

を
把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え

た
根
拠
に
基
づ
い
て
優
先
順

位
を
決
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

二
十
六
名（
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
）

の
教
員
が「
と
て
も
勉
強
に
な

っ
た
」と
回
答
し
ま
し
た
。ま
た
、

「
患
者
の
捉
え
方
、
優
先
順
位

祭
り
を
通
し
て
地
域
交
流
を
深

め
よ
う
！
）

◆
Ｕ
Ｒ
常
盤
平
団
地

地
域
交
流
会（
本
む
す

び
・
縁
む
す
び
）（
身
近

な
人
に
常
盤
平
の
緑

を
伝
え
よ
う
）

　

中
間
報
告
会
で
は
、

各
グ
ル
ー
プ
に
お
け

る
活
動
テ
ー
マ
と
今

後
の
活
動
予
定
を
発

表
し
ま
し
た
。
発
表
は

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

い
、
六
分
間
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
後
、
四
分
間
の
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し

た
。
入
学
し
て
か
ら

　

六
月
四
日（
土
）、
学
校
現
場

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
を

迎
え
、
教
職
を
目
指
す
学
生
と

語
り
合
う「
よ
う
こ
そ
先
輩
～

教
職
経
験
者
懇
談
会
～
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
教
職
へ
の
道
を
目

指
す
強
い
気
持
ち
を
持
つ
一
年

生
か
ら
四
年
生
が
参
加
し
、
進

行
は
四
年
生
が
行
い
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
二
部
構
成
で
、
第

一
部
で
は
、
八
名
の
先
輩
方
か

ら
現
在
勤
務
し
て

い
る
学
校
の
様
子

や
教
員
採
用
選
考

ま
で
の
勉
強
法
な

ど
の
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　

第
二
部
で
は
、

四
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
地
区

別
情
報
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
学
生
か
ら

は「
採
用
選
考
で
の

面
接
内
容
や
試
験

官
の
様
子
な
ど
を

詳
し
く
聞
く
こ
と

が
で
き
た
」「
採
用

選
考
直
前
の
勉
強

法
や
当
日
の
様
子

が
分
か
り
、
不
安

な
気
持
ち
が
解
消

で
き
た
」な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
先
輩
か
ら

は「
勤
務
校
の
様
子

を
話
す
こ
と
で
役

に
立
て
て
嬉
し
い
」

「
後
輩
に
話
す
こ
と

で
自
分
が
抱
え
て

い
た
ス
ト
レ
ス
が

発
散
で
き
た
」な
ど

先
輩
に
と
っ
て
も
、

本
学
で
パ
ワ
ー
を

充
填
す
る
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

「
よ
う
こ
そ
先
輩
」

第
十
四
回 

教
職
経
験
者
懇
談
会

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部  

総
合
文
化
学
科

総
合
文
化
学
科  

だ
よ
り

だ
よ
り

「
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ディ
Ⅱ
」

〜
ダ
イ
バ
ー
シ
ティ
に
つ
い
て
考
え
る
〜

　

二
年
生
の「
キ
ャ
リ
ア
ス
タ

デ
ィ
Ⅱ
」の
授
業
は
、
社
会
や

仕
事
を
知
り
、
自
ら
の
キ
ャ
リ

ア
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
を
養
う

こ
と
が
目
的
で
す
。
各
分
野
の

専
門
の
先
生
か
ら
話
を
聞
き
理

解
を
深
め
ま
す
。

　

六
月
三
日（
金
）の
授
業
で
は
、

千
葉
県
立
西
部
図
書
館
に
勤
務

し
て
い
る
松
井
進
氏
が
講
演
し

ま
し
た
。松
井
氏
は
盲
導
犬
ユ
ー

ザ
ー
で
あ
り
、
図
書
館
で
は
障

が
い
者
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
講
演
の
内
容
は
、

視
覚
障
が
い
や
盲
導
犬
の
生
活
、

点
字
図
書
館
、
出
版
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、ア
メ
リ
カ

留
学
の
体
験
談
な
ど
、
多
岐
に

渡
り
ま
し
た
。
時
折
出
し
て
く

だ
さ
る
ク
イ
ズ
で
は
、
学
生
は

挙
手
で
は
な
く
、
拍
手
で
答
え

な
が
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　

松
井
氏
は
点
字
を

使
っ
て
い
ま
す
が
、

実
は
点
字
が
読
め
る

視
覚
障
が
い
者
は
十

パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に

過
ぎ
ず
、
図
書
の
音

声
化
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
音
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
切

な
役
割
を
担
い
ま
す

が
、
近
年
は
文
章
に

加
え
て
、
図
表
も
認

識
し
て
説
明
し
て
く

れ
る
Ａ
Ｉ
な
ど
も
出

て
き
て
い
ま
す
。

　

松
井
氏
は「
目
が

見
え
な
く
な
っ
た
時

は
絶
望
し
た
が
、
自

分
に
何
が
で
き
る
か

を
考
え
て
、
出
版
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
勉
強
や
講
演
な

ど
を
し
て
い
る
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。
最
後
に
、
学
生
に
期

待
す
る
こ
と
と
し
て
、「
多
種
多

様
な
利
用
者
が
い
る
こ
と
を
知

り
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
考

え
て
ほ
し
い
」と
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
方
へ
の
配
慮
を

当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、

自
分
に
で
き
る
役
割
を
し
っ
か

り
考
え
、
工
夫
す
る
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

授業紹介

松井進氏と盲導犬

採用試験について話をする卒業生

卒業生の皆さんと記念撮影

発表を聞いて、気付きシートに記入する様子

看
護
学
部

看
護
学
部  

だ
よ
り

だ
よ
り

看
護
学
部
Ｆ
Ｄ
研
修
会
を
開
催

「
社
会
貢
献
活
動
の
理
論
と
実
践
」

中
間
報
告
会
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六
月
十
八
日（
土
）、
卒
園
生

が
集
ま
る
同
窓
会「
和
香
葉
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
午
前
の
部

は
一
、二
年
生
、
午
後
の
部
は

三
か
ら
六
年
生
に
分
け
て
、
合

計
九
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
昨
年
は
中
止
、
昨
年
は
一
、二

年
生
の
み
の
開
催
だ
っ
た
た
め
、

久
し
ぶ
り
の
同
窓
会
と
な
る
三

年
生
以
上
の
卒
園
生
は
と
て
も

嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

会
が
始
ま
る
と
、
幼
稚
園
時

代
の
歌
を
歌
っ
た
り
、ゲ
ー
ム
や

リ
ズ
ム
遊
び
を
し
た
り
、
幼
稚

園
の
頃
の
よ
う
に
、
楽
し
く
遊

び
ま
し
た
。○
×
ゲ
ー
ム
で
は
、

先
生
た
ち
が
縄
跳
び
や
フ
ラ
フ
ー

プ
回
し
な
ど
で
、
ど
ち
ら
が
勝

つ
か
を
予
想
し
、
正
解
を
出
す

　
聖
徳
学
園
菊
水
会
は
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
の
各
同
窓
会

お
よ
び
卒
業（
園
）生
が
相
互
の
連
絡
・
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
十
五
年
に
聖
徳
学
園
創
立
七
十
周
年
を
機
に
組
織
さ
れ

た
、
十
三
団
体
か
ら
成
る
同
窓
会
連
合
会
で
す
。
会
員
数
は
約

十
六
万
九
千
人
で
す
。

　

六
月
十
八
日（
土
）、
聖
徳
大

学
に
お
い
て
、
本
学
大
学
院
教

職
研
究
科
の
塩
美
佐
枝
教
授
が

講
師
と
な
り
、
児
童
学
研
究
所

主
催
講
演
会「
二
十
一
世
紀
を

生
き
る
子
ど
も
達
へ
の
支
援
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
は
、
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
形
式
で
行
い
、
教
職
員

や
学
生
・
大
学
院
生
の
他
、
学

外
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
一
般

の
方（
教
育
・
保
育
に
携
わ
る

方
）と
合
わ
せ
て
百
二
十
名
以

上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
塩
教
授
は
、
将
来
、

未
曾
有
の
困
難
に
立
ち
向
か
い
、

持
続
可
能
な
未
来
づ
く
り
に
邁

進
す
る
現
在
の
幼
児
に
対
し
、

ど
ん
な
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
令
和
三
年
の
中

央
教
育
審
議
会
答
申「
令
和
の

日
本
型
学
校
教
育
」で
い
わ
れ

と
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

王
様
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
は
、
王

様
に
勝
と
う
と
白
熱
し
た
ジ
ャ

ン
ケ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
誕
生
月
仲
間
の
リ
ズ
ム
遊

び
で
は
、
大
き
な
円
に
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
も
喜
ん
で
踊
り
、

笑
い
声
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
終
了
後
に
は
園
庭
に
飛
び

出
し
、
大
き
く
な
っ
た
体
で
園

庭
い
っ
ぱ
い
に
駆
け
回
り
、
幼

稚
園
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
で
し

た
。
自
分
た
ち
か
ら「
先
生
、
鬼

ご
っ
こ
を
し
よ
う
！
」と
先
生

を
誘
い
、
園
庭
で
走
り
回
り
、

汗
を
流
し
な
が
ら
思
い
き
り
体

を
動
か
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

卒
園
生
か
ら
学
校
生
活
で
表

彰
さ
れ
た
り
、
代
表
に
選
ば
れ

た
と
大
活
躍
し
て
い
る
話
を
聞

い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り

や
成
長
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
卒
園
生
に
会
え

る
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
が
、

い
つ
で
も
遊
び
に
来
ら
れ
る
大

好
き
な
幼
稚
園
で
あ
り
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

る「
個
別
最
適
な
学
び
」「
協
働

的
な
学
び
」は
、
実
は
幼
児
教

育
・
保
育
の
得
意
分
野
の
は
ず

で
あ
る
と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
幼
児
期
に
は
ぐ
く
み
た
い

二
十
一
世
紀
型
能
力
」と
い
う

硬
い
イ
メ
ー
ジ
の
言
葉
も
、
講

師
の
満
面
の
笑
み
と
、
平
素
の

幼
児
に
お
け
る
数
々
の
事
例
に

よ
っ
て
、
親
し
み
や
す
い
講
演

と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
幼
児

期
の
教
育
・
保
育
は
人
づ
く
り

の
根
幹
で
あ
る
こ
と
を
思
い
直

す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

六
月
十
一
日（
土
）、
聖
徳
大

学
十
号
館
十
二
階
に
お
い
て
、

第
二
十
回
評
議
員
会
お
よ
び
懇

親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
同
窓
会
を
代
表

し
て
二
十
八
名
の
評
議
員
が
出

席
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
学
園

創
立
者
川
並
孝
子
先
生
五
十
回

忌
に
あ
た
り
、
川
並
知
子
名
誉

会
長
が
、
思
い
出
を
振
り
返
り

な
が
ら
、「
年
に
一
回
、
各
同
窓

会
の
皆
さ
ま
が
集
ま
る
会
で
す

の
で
、
心
を
一
つ
に
し
て
聖
徳

の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

六
月
十
五
日（
水
）、
令
和
四

年
度
第
一
回
関
東
地
区
福
祉
高

等
学
校
長
会
・
学
科
主
任
等
合

同
会
議
を
、
本
学
香
順
メ
デ
ィ

ア
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
東
京
都
、
千

葉
県
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
、

茨
城
県
、
群
馬
県
、
栃
木
県
に

あ
る
福
祉
系
高
等
学
校（
介
護

福
祉
士
養
成
に
必
要
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
置
き
、
介
護
福
祉

士
を
養
成
し
て
い
る
高
等
学

校
）、
四
十
校
の
校
長
、
福
祉
科

な
ど
の
主
任
の
先
生
方
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
高
校
福

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
」と
挨
拶

し
て
、
開
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

評
議
員
会
で
は
、
令
和
三
年

度
収
支
決
算
・
事
業
報
告
、
令

和
四
年
度
収
支
予
算
・
事
業
計

画
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
本

年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、
卒

業（
園
）生
へ
の
記
念
品
贈
呈
、

各
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
の
配
布
、
役
員
研
修

会
の
実
施
等
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
各
同
窓
会
か
ら

会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
近
況

報
告
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
十
四
階
に
会
場
を

移
し
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
二

年
ぶ
り
に
対
面
で
の
情
報
交
換

を
活
発
に
行
い
、
同
窓
会
同
士

の
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
同
窓
生
が
生
き
生

き
と
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、

支
援
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

祉
教
育
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
事
業
計
画
、
予
算
、
役
員
な

ど
に
つ
い
て
審
議
を
し
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
度
に
続
き
、
本
学

が
会
場
校
と
な
り
、
増
井
三
夫

副
学
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
本
学
学
生
が
一

部
進
行
を
担
当
し
、
大
学
の
教

育
内
容
や
学
生
生
活
の
紹
介
を

し
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
高
等
学
校
の
先
生

は
、
本
学
の
施
設
の
充
実
と
、

学
生
の
も
て
な
し
に
感
服
し
て

い
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
八
王
子
幼
稚
園

同
窓
会 「
和わ

香か

葉ば

会
」を
開
催

聖
徳
大
学
児
童
学
研
究
所
講
演
会

『
二
十
一
世
紀
を
生
き
る

子
ど
も
達
へ
の
支
援
』

関
東
地
区
福
祉
高
等
学
校
長
会・

学
科
主
任
等
合
同
会
議
を
本
学
で
開
催

同
窓
会
連
合
会「
聖
徳
学
園 

菊
水
会
」

第
二
十
回 

評
議
員
会
を
開
催

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）感
染
症
の
発
生

か
ら
、
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

本
来
な
ら
ば
、
楽
し
い
夏
休

み
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
第
七
波
が

心
配
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
夏
休
み
期
間
は
、

お
盆
の
帰
省
、
旅
行
な
ど
人
流

が
増
え
る
時
期
で
あ
る
こ
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

三
回
目
の
効
果
が
減
る
時
期
で

あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
七
波
を
低
く
抑
え
る
に
は
、

ど
う
し
た
ら
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
か
？
一
つ
は
、
夏
休
み
の
帰

省
・
旅
行
な
ど
を
お
盆
の
時
期

な
ど
人
流
の
多
い
時
期
や
場
所

を
可
能
な
ら
避
け
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
夏
休
み
に
向
け
て
、

加
速
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

首
相
官
邸
に
よ
り
ま
す
と
、
三

回
目
の
全
国
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
は
六
十
一・二
％（
二
〇
二
二
年

六
月
二
十
日
現
在
）と
な
お
十

分
で
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
お
子

さ
ま（
五
歳
か
ら
十
一
歳
ま
で

の
接
種
率
も
全
国
で
一
回
接
種

完
了
が
十
八
・一
％
、
二
回
接
種

完
了
が
十
六
・
二
％（
二
〇
二
二

年
六
月
二
十
日
現
在
）と
ま
だ

ま
だ
で
す
。

　

今
ま
で
の
感
染
対
策（
換
気
、

必
要
な
時
の
不
織
布
マ
ス
ク
着

用
、
手
洗
い
・
手
指
消
毒
な
ど
）

を
続
け
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
今
年
の
夏

休
み
は
、
人
流
の
多
い
時
期
、

場
所
を
避
け
、
五
歳
以
上
の
皆

さ
ま
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
加
速

さ
せ
て
、
第
七
波
に
備
え
ま

し
ょ
う
！（所

長　

宮
川　

三
平
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

第
七
波
に
備
え
ま
し
ょ
う

保
健
セ
ン
タ
ー  

所
長
だ
よ
り

+
+

令和4年度　香 和 会　行事予定表 

支部パーティー　日程予定一覧

第55回 香和会総会 日程 9月18日（日） 場所  聖徳大学

北陸・上信越支部
日程 9月4日（日）13：00〜15：00

場所  新潟市　万代シルバーホテル

九州・沖縄支部
日程 10月8日（土）12：00〜14：00

場所  那覇市　ホテルストレータ那覇

北海道・東北支部
日程 11月5日（土）11：30〜13：30

場所  盛岡市　ホテルメトロポリタン盛岡

近畿・中国・四国支部
日程 12月10日（土）12：00〜14：00

（11：30〜受付）
場所  大阪市　ホテル阪急インターナショナル

甲州・中部・東海支部
日程 9月25日（日）11：00〜13：00

場所  富士市　交流プラザ

北関東支部
日程 10月30日（日）14：00〜16：00

場所  さいたま市　ワイズダイニング大宮

南関東支部
日程 12月4日（日）13：30〜15：30

場所  聖徳大学

〈お問い合わせ〉  聖徳大学 香和会
TEL/FAX：047-366- 5084

E-ma i l：kouwakai@wa.seitoku.ac.jp

塩美佐枝教授

時節柄、 中止や変更があります。HPでご確認ください。 http://www. seitoku-kouwakai.com/
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幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

検 索◀■

●

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
●

東
京
聖
徳
学
園
募
金
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
．０
４
７-

３
６
５-

１
１
１
１︵
代
︶

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttps://seitoku-u.ac.jp

/donation/

聖徳 募金

（
注
）公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

令
和
四
年
六
月
末
ま
で
に
寄
付
が
特
定
で
き
ま
し
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
な
お
、
お
振
込
の
照
会
に
時
間
が
か
か
り
、
掲
載
が
遅
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
次
号
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。）

●
大
学
後
援
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

青
柳　

閣
郎

様

●
香
和
会
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

仁
田　

玲
子

様
（
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
教
職
員
関
係

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

知
子

様

（
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

松
本　

佑
子

様

﹁
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
﹂
寄
付
者
芳
名
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
そ
の
他

ご
芳
名
の
み
報
告

　

小
田
豊
先
生
を
偲
ぶ
会

実
行
委
員
会　

様

●
匿
名
希
望
者
合
計

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

梅
雨
明
け
早
々
に
、全
国
各

地
で
最
高
気
温
が
記
録
さ
れ
ま

し
た
。
気
温
が
上
昇
し
、六
月

に
は
電
力
ひ
っ
迫
注
意
報
が
出

る
な
ど
、エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
は

厳
し
く
、暑
さ
対
策
と
節
電
・
省

エ
ネ
の
両
立
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

学
校
に
お
い
て
も
、感
染
症

対
策
の
た
め
の
換
気
や
熱
中
症

予
防
に
適
し
た
室
温
の
管
理
を

行
い
な
が
ら
、日
々
節
電
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、本
学
園

で
は
、早
く
よ
り
節
電
・
省
エ
ネ

意
識
を
持
ち
、キ
ャ
ン
パ
ス
の

整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
八
年
に
附
属
女
子

中
学
校
・
高
等
学
校（
現
光
英

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高

等
学
校
）や
取
手
聖
徳
女
子
中

学
校
・
高
等
学
校
の
室
内
温
水

プ
ー
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
使
用

す
る
た
め
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
き
っ
か
け
に
、各

キ
ャ
ン
パ
ス
の
校
舎
・
園
舎
に

も
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
シ

ス
テ
ム
を
整
備
し
、室
内
外
の

照
明
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
使
用
し
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
、消
費
電
力
が

少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
照
明
を
変
え

る
な
ど
、よ
り
効
果
的
な
省
エ

ネ
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

約
四
十
年
前
か
ら
進
め
ら
れ

て
き
た
省
エ
ネ
キ
ャ
ン
パ
ス
の

シ
ス
テ
ム
は
、日
々
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
い
、ど
れ
も
現
役

で
可
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
維

持
管
理
に
は
、皆
さ
ま
か
ら
の

ご
寄
付
が
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●

合
計

六
件

二
、四
四
〇
、〇
〇
〇
円

●

累
計

五
五
四
件
一
六
九
、一
四
五
、七
五
一
円

　

六
月
十
八
日（
土
）、シ
ョ
ー

ト
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
新
し
い
取
り
組

み
と
し
て
同
じ
敷
地
内
の
聖
徳

大
学
三
田
幼
稚
園
と
の
教
育
連

携
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
と
し
て
、「
未
来
の
先
生
」と

な
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

　

六
月
十
三
日（
月
）か
ら
十
五

日（
水
）ま
で
の
三
日
間
、
高
校

三
年
生
は
鴨
川
研
修
旅
行
を
行

い
ま
し
た
。
房
総
半
島
の
代
表

的
な
観
光
地
で
あ
る
マ
ザ
ー
牧

場
、
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
は

じ
め
、
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と

の
な
い
地
引
き
網
漁
や
夜
の
水

族
館
め
ぐ
り
な
ど
興
味
深
い
体

験
を
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、マ

ザ
ー
牧
場
で
の
畜
産
体
験
で
生

徒
た
ち
は
乳
牛
コ
ー
ス
と
羊

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
乳
搾
り
体

験
や
牧
羊
犬
に
な
り
き
っ
て
の

羊
の
追
い
込
み
体
験
な
ど
、
楽

　

本
校
で
は
、
国
語
の
授
業
が

あ
り
、「
保
育
者
と
し
て
必
要
な

教
養
と
文
章
表
現
力
」を
身
に

付
け
る
た
め
に
、
主
に
保
育
で

使
用
す
る
漢
字
や
文
章
表
現
を

学
ん
で
い
ま
す
。カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
後
半
で
は
、「
児
童
文
化
財

と
保
育
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も

と
、
教
材
研
究
や
実
技
を
学
び

保
育
者
と
し
て
の
即
戦
力
を
高

め
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
授
業

来
校
者
が
三
田
幼
稚
園
の
園
児

た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
を
作
り

ま
し
た
。
園
児
が
遊
ぶ
姿
を
見

た
り
、
実
際
に
遊
ん
で「
子
ど

も
っ
て
か
わ
い
い
な
」、「
先
生

に
な
り
た
い
な
」と
い
う
気
持

ち
を
高
め
る
た
め
の
体
験
企
画

で
す
。
校
舎
の
一
、二
階
が
三

田
幼
稚
園
と
い
う
恵
ま
れ
た
教

育
環
境
の
専
門
学
校
を
体
験
し
、

他
校
と
の
違
い
を
感
じ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
、
来
校
者
は
真
新
し
い

保
育
エ
プ
ロ
ン
を
着
け
て
幼
稚

園
へ
向
か
い
ま
す
。
最
初
は
戸

惑
う
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

園
児
た
ち
が
笑
顔
で「
お
ね
え

で
は
保
育
士
試
験
で
も
課
さ
れ

る
こ
と
が
多
い「
お
話
」を
取
り

上
げ
、
模
擬
保
育
と
し
て
演
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

課
題
は
、「
三
歳
児
、
ま
た
は

五
歳
児
の
子
ど
も
十
五
人
程
度

を
想
定
し
て
お
話
を
す
る
」で

す
。
お
話
の
題
材
を
図
書
室
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
選

定
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、少
し

ず
つ
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

模
擬
保
育
の
発
表
は
、
普
段
の

一
般
教
室
で
は
な
く
、
保
育
実

習
室
で
行
っ
た
の
で
、
学
生
の

気
分
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
で
は
、
発
表
者
と

し
て
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
聞
き

手
の
自
己
調
整
機
能
を
高
め
る

ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
。
聞
き
手

と
な
る
学
生
は
、
発
表
を
聞
い

て
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
用
し
評

さ
ん
せ
ん
せ
い
」と
話
し
か
け

る
と
、
来
校
者
は
照
れ
な
が
ら

一
緒
に
手
遊
び
を
し
た
り
、踊
っ

て
い
ま
し
た
。
来
校
者
の
保
護

者
も
多
く
参
加
し
て
お
り
、
久

し
ぶ
り
に
見
る
幼
児
は
と
て
も

か
わ
い
ら
し
く
、
幼
稚
園
教
員

を
見
て「
わ
が
子
も
こ
ん
な
す

て
き
な
先
生
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
移
動
し
、

学
校
説
明
・
個
別
相
談
を
行
い

ま
し
た
。
個
別
相
談
で
は
、
学

生
ス
タ
ッ
フ
が
授
業
の
こ
と
、

学
校
生
活
の
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
話
を
し
ま
し
た
。学
生
ス
タ
ッ

フ
は
、
本
校
で
の
学
び
に
つ
い

て
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
小
雨
の
中
、
地

元
の
漁
師
さ
ん
に
仕
掛
け

た
網
を
皆
で
引
き
上
げ
、
中

に
入
っ
て
い
た
魚
に
つ
い

て
一
つ
ひ
と
つ
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
、
雨
を
忘
れ
て

聞
き
入
っ
て
い
た
姿

が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
そ
の
後
の
昼
食

で
予
定
を
し
て
い
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
取

り
や
め
と
な
り
ま
し

た
が
、
生
徒
た
ち
は

初
め
て
地
引
き
網
漁

を
体
験
で
き
た
こ
と

へ
の
喜
び
と
興
奮
冷

め
や
ら
ぬ
様
子
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
夜
の
水
族
館

め
ぐ
り
が
あ
り
、
学
芸
員

か
ら
海
洋
生
物
の
生
態

や
夜
の
様
子
を
聞
き
ま
し
た
。

昼
間
と
は
違
う
動
物
た
ち
の
様

子
を
、
生
徒
た
ち
は
興
味
深
く

観
察
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

最
終
日
は
、
鴨
川
シ
ー

ワ
ー
ル
ド
を
見
学
し
、シ
ャ

チ
や
ア
シ
カ
の
シ
ョ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
旅
行
は
、

例
年
実
施
し
て
き
た
北

蓼
科
高
原
体
験
学
習
に

準
じ
て
行
い
ま
し
た
。

高
校
三
年
生
に
と
っ
て

入
学
後
、
最
初
で
最
後

の
宿
泊
研
修
と
な
り
ま

し
た
。
農
作
業
や
ハ
イ

キ
ン
グ
、
他
に
も
体
験

し
て
ほ
し
い
こ
と
は
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、
一

つ
ひ
と
つ
の
体
験
を
通

し
て
、
高
校
入
学
か
ら

こ
こ
ま
で
の
二
年
間
で

成
長
し
た
生
徒
の
様
子
を
目
の

当
た
り
に
し
、
高
校
生
活
最
後

に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
し
た
研
修

旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

価
を
行
い
ま
す
。ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
後
半

に
発
表
す
る
学
生
の
発
表
力
は

格
段
に
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

発
表
後
も
そ
れ
ぞ
れ
が
発
表

し
た
お
話
に
つ
い
て
深
く
学
ん

で
い
き
ま
す
。
卒
業
ま
で
に
学

生
の「
お
話
」の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
増
や
し
、さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
実
習
や
卒
業
後
の

保
育
活
動
で
生
か
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

聖
徳
大
学
三
田
幼
稚
園
連
携
企
画

﹁
幼
稚
園
を
見
て
み
よ
う
﹂

鴨
川
研
修
旅
行

国
語
　
素
話
に
挑
戦

―
表
現
力
を
高
め
る
―

授
業
紹
介

大学1号館の太陽光発電モジュール組込ガラススクリーン （松戸キャンパス）

募
金
だ
よ
り
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全
校
児
童
が
二
班
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
二
泊
三
日
で
、
千
葉
県

鴨
川
市
で
の
校
外
学
習
を
実
施

し
ま
し
た
。
一
か
ら
三
年
生
は
初

め
て
家
族
と
離
れ
て
泊
ま
る
児

童
が
多
く
、
出
発
前
に
は
不
安
そ

う
に
し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
は
じ
め
の
目
的
地
で
あ

る
マ
ザ
ー
牧
場
に
到
着
す
る
頃

に
は
、
気
持
ち
も
落
ち
着
い
て
い

ま
し
た
。

　

一
日
目
の
マ
ザ
ー
牧
場
で
、

一
・
二
年
生
は
、「
牧
羊
犬
と
ま
き

ば
の
仲
間
た
ち
」「
シ
ー
プ
シ
ョ
ー
」

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

初
め
て
観
る
牧
羊
犬
が
羊
を
追

　

五
月
三
十
日（
月
）、
五
年
生
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
る
南
洋
小

学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
日
本
と
シ
ン
ガ
ポ
ー

　

六
月
二
日（
木
）
か
ら
四
日

（
土
）、
千
葉
県
鴨
川
市
に
て
セ
イ

ト
ク
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
マ
ザ
ー
牧
場
で
、
畜

産
・
乳
牛
体
験
を
し
ま
し
た
。
生

い
込
む
様
子
や
羊
の
毛
刈
り
に

大
喜
び
で
し
た
。

　

二
日
目
は
、
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル

ド
に
行
き
、ベ
ル
ー
ガ
や
ア
シ
カ

や
シ
ャ
チ
の
シ
ョ
ー
を
見
学
し

ま
し
た
。シ
ャ
チ
の
シ
ョ
ー
で
は
、

シ
ャ
チ
の
大
き
さ
と
迫
力
に
圧

倒
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
シ
ョ
ー
が

終
わ
っ
て
か
ら
も
、
興
奮
冷
め
や

ら
ぬ
様
子
で
し
た
。

　

三
日
目
は
、
前
半
の
二
・
四
・
五

ル
の
お
互
い
の
学
校
の
特
色
や

文
化
に
つ
い
て
紹
介
し
合
い
ま

し
た
。
南
洋
小
学
校
で
は
、
日
本

語
の
授
業
が
あ
り
、
日
本
語
で
演

劇
を
し
な
が
ら
伝
統
的
な
食
事

や
授
業
に
つ
い
て
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
お
互
い
紹
介
し
た
い

文
化
の
ト
ピ
ッ
ク
を
英
語
で
発

表
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
こ

の
日
の
た
め
に
英
語
教
師
の
協

力
の
も
と
、
日
本
語
の
作
文
を
英

訳
し
、
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
最

初
は
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し

た
が
、
英
語
が
伝
わ
る
と
嬉
し
そ

う
で
し
た
。

　

最
後
に
、
遊
び
の
交
流
を
し
ま

し
た
。
日
本
か
ら
は
け
ん
玉
を
送

り
、一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
か
ら
は
、“five stones

”

（
お
手
玉
の

よ
う
な
も

の
）
を
片
手

で
キ
ャ
ッ
チ

す
る
遊
び
を

教
え
て
も
ら

う
と
、
児
童

た
ち
は
お
手

本
の
先
生
を

見
な
が
ら
、

楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
を
通
し
て
、
児

童
た
ち
は
、
異
文
化
に
対
す
る
理

解
が
深
ま
り
、
南
洋
小
学
校
の
児

童
と
の
距
離
も
近
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
少
し
で
も
英
語
で
伝
え

ら
れ
た
達
成
感
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
十

分
に
活
用
し
て
取
り
組
ん
だ
経

験
は
、
今
後
の
学
習
へ
の
意
欲
が

高
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
い
つ
の
日
か
直
接
会
っ
て
話

し
た
い
と
願
う
児
童
た
ち
の
夢

が
叶
う
こ
と
を
願
い
ま
す
。

徒
た
ち
か
ら
は
、「
牛
に
触
れ
て

か
わ
い
い
と
思
う
分
、
そ
の
命
を

頂
く
と
思
う
と
切
な
い
気
持
ち

に
な
っ
た
」と
言
っ
た
言
葉
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
入
館
式

で
は
、
校
長
が「
し
お
り
と
は
、

も
と
も
と“
枝
を
折
る
”と
い
う

言
葉
で
あ
り
、
山
を
歩
く
時
の
道

標
だ
っ
た
。
私
た
ち
の
し
お
り

も
、
こ
れ
か
ら
先
に
待
ち
受
け
て

い
る
冒
険
の
道
標
に
な
る
も
の

だ
。
楽
し
い
三
日
間
に
し
よ
う
」

と
話
し
、
良
い
校
外
学
習
に
す
る

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
鋸
山
ハ
イ
キ
ン
グ

と
多
田
良
海
岸
で
の
地
引
き
網

体
験
を
し
ま
し
た
。ハ
イ
キ
ン
グ

で
は
、ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で
登
り
、

「
地
獄
の
ぞ
き
」と
呼
ば
れ
る
絶
景

ポ
イ
ン
ト
ま
で
歩
き
ま
し
た
。
地

引
き
網
体
験
で
は
、
皆
で
大
き
な

網
を
引
っ
張
り
ま
し
た
。「
山
道
を

歩
く
の
は
き
つ
い
時
も
あ
っ
た
け

ど
、登
り
切
っ
た
後
に
見
え
る
景

色
は
最
高
！
」「
地
引
き
網
で
は
、

み
ん
な
で
海
に
入
る
こ
と
が
で
き

て
楽
し
か
っ
た
」と
の
声
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル

ド
を
満
喫
し
ま
し
た
。
初
め
て
見

る
シ
ャ
チ
の
シ
ョ
ー
に
圧
倒
さ

れ
た
り
、ペ
ン
ギ
ン
や
ア
ザ
ラ
シ

に
癒
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
校
外
学

習
中
は
学
年
を
超
え
た
交
流
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
旅
で
得
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
気
づ
き
が
、
生
徒
た
ち
の
今
後

の
学
校
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

年
生
は
、
南
房
総
市
の
富
浦
体
育

館
で
地
域
の
方
か
ら
指
導
を
受

け
、
木
工
作
品
作
り
を
行
い
ま
し

た
。
後
半
の
一
・
三
・
六
年
生
は
、

鋸
山
で
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
っ

て
、
登
山
を
し
、
山
頂
展
望
台
で

地
獄
の
ぞ
き
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

三
日
間
を
通
し
て
、
児
童
た
ち

は
共
同
生
活
の
ル
ー
ル
を
学
ん

だ
り
、
自
然
に
興
味
や
関
心
を
持

っ
た
り
、
身
の
回
り
の
こ
と
を
自

分
で
し
よ
う
と
い
う
自
立
心
も

芽
生
え
、
校
外
学
習
の
目
的
を
達

成
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今

回
の
学
び
を
今
後
の
学
校
生
活

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
大
学
三
田
幼
稚
園

　

六
月
十
五
日（
水
）、
今
年
度
最

初
の「
園
庭
開
放
～
に
こ
に
こ
ひ

ろ
ば
～
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
行
事
は
未
就
園
児
と
そ
の
保

護
者
が
、
幼
稚
園
で
先
生
と
一
緒

に
楽
し
く
遊
べ
る
場
と
し
て
、
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

午
前
中
は
小
雨
の
た
め
、
最
初

は
、
室
内
で
ま
ま
ご
と
遊
び
や
お

絵
描
き
、ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
で

思
い
思
い
に
遊
び
ま
し
た
。
し
か

し
、や
は
り
元
気
な
子
ど
も
た
ち

で
す
。
雨
が
あ
が
る
と「
滑
り
台

や
り
た
い
！
」と
い
う
声
が
上
が

り
、プ
レ
イ
ジ
ム
や
滑
り
台
が
あ

る
園
庭
へ
走
っ
て
飛
び
出
し
ま

し
た
。
最
初
は
、
大
き
な
滑
り
台

や
チ
ェ
ー
ン
で
渡
る
遊
具
な
ど
を

慎
重
に
滑
っ
た
り
渡
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
教
員
た
ち
と
一

緒
だ
っ
た
た
め
、
安
心
し
て
遊
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
砂
場
で
も

親
子
で
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
最
後
は
、
保
育
室
で
教
員
た

ち
が
パ
ペ
ッ
ト
を
使
い
、ピ
ア
ノ

に
合
わ
せ
て
手
遊
び
を
し
た
り
、

大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
友
達

と
一
緒
に
楽
し
そ
う
に
手
遊
び

を
し
た
り
、
夢
中
に
な
っ
て
絵
本

を
見
た
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
せ
ま
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
は
、「
子
ど

も
が
喜
ん
で
い
て
よ
か
っ

た
」、「
大
き
な
滑
り
台
を

滑
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。
帰
り
に
、
来
年
で
き

る
新
園
舎
の
模
型
に
つ
い

て
紹
介
を
し
た
と
こ
ろ
、
保

護
者
も
新
園
舎
へ
の
期
待

を
高
め
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
や

む
を
得
ず
、
中
止
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
大
勢
の
未
就
園
児

の
親
子
に
も
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
計
画
を

し
て
い
き
ま
す
。

園
庭
開
放 

～
に
こ
に
こ

ひ
ろ
ば
～
で
遊
び
ま
し
た

　

本
園
で
は
、毎
年
六
回
の
防
災

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

六
月
八
日（
水
）は
二
回
目
の

訓
練
と
し
て
、地
震
を
想
定
し
た

園
児
た
ち
の
避
難
訓
練
と
保
護

者
を
対
象
と
し
た
引
き
取
り
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
に
は
事
前
に
、非
常

用
サ
イ
レ
ン
が
な
っ
た
ら
机
の

下
に
体
を
丸
め
て
身
を
守
る
よ

う
話
し
た
上
で
、訓
練
に
臨
み
ま

し
た
。
訓
練
中
、泣
く
子
ど
も
は

お
ら
ず
、自
分
た
ち
で
防
災
帽
子

を
か
ぶ
る
努
力
を
し
て
い
ま
し

た
。
満
三
歳
児
や
年
少
組
の
園

児
た
ち
は
机
の
下
に
避
難
す
る

こ
と
に
一
所
懸
命
で
し
た
が
、教

員
が
援
助
を
す
る
こ
と
で
き
ち

ん
と
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
年
中
・
年
長
組
は
、日
頃

か
ら
素
早
く
防
災
帽
子
を
一
人

で
か
ぶ
る
練
習
を
し
て
い
た
た

め
、今
回
の
訓
練
で
も
一
人
で
か

ぶ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

い
に
く
の
雨
で
、園
庭
に
避
難
で

き
ず
、子
ど
も
た
ち
は
ホ
ー
ル
に

「
お
か
し
も
ち
ぽ
」の
約
束（
お
さ

な
い・か
け
な
い・し
ゃ
べ
ら
な
い・

も
ど
ら
な
い
・
ち
か
ず
か
な
い
・

ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
な
い
）の

意
味
も
理
解
し
、約
束
を
守
り
な

が
ら
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

保
護
者
を
対
象
と
し
た
引
き

取
り
訓
練
で
は
、非
常
時
に
備
え

て
自
宅
か
ら
幼
稚
園
ま
で
の
経

路
を
確
認
し
な
が
ら
所
要
時
間

を
測
り
、園
児
を
引
き
取
り
に
来

ま
す
。
災
害
を
想
定
し
て
、服
装

は
長
袖・
長
ズ
ボ
ン・
履
き
慣
れ
た

靴
で
来
園
し
、玄
関
で
防
災
カ
ー

ド
を
提
出
し
て
親
子
で
降
園
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
、も
し
も
の
時
に
備
え

て
園
児
た
ち
に
防
災
意
識
や
正

し
い
非
常
時
の
行
動
が
身
に
付

く
よ
う
に
訓
練
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

引
き
取
り
訓
練
を

し
ま
し
た

聖
徳
大
学
八
王
子
幼
稚
園

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

五
月
二
十
八
日（
土
）、
第
四
十

回
体
育
祭
を
三
年
ぶ
り
の
有
観

客（
家
族
限
定
）で
開
催
し
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
の
生
き
生
き
と
し

た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
生

徒
・
保
護
者
に
と
っ
て
も
思
い
出

深
い
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
は
、「
子
ど
も
た

ち
が
一
所
懸
命
頑
張
る
姿
や
仲

間
を
思
い
や
る
姿
が
見
ら
れ
て

嬉
し
い
」と
の
感
想
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
体
育
祭
の
成
功

に
は
、
昨
年
度
か
ら
体
育
祭
に
関

わ
る
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
て
き

た
体
育
祭
実
行
委
員
会
の
存
在

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
体
育
祭
を
終

え
た
体
育
祭
実
行
委
員
長
よ
り
、

コ
メ
ン
ト
が
届
き
ま
し
た
。

《
体
育
祭
実
行
委
員
長
の

コ
メ
ン
ト
》 

　

体
育
祭
実
行
委
員
会
は
昨

年
度
の
三
学
期
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
団
編
成
、
種
目
、

役
割
な
ど
の
検
討
だ
け
で
な

く
、
予
行
・
本
番
の
進
行
役
な

ど
、
生
徒
の
前
に
立
つ
機
会

も
多
く
、
体
育
科
の
先
生
の

力
を
借
り
な
が
ら
、
運
営
に

携
わ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
日
の
雨
が
嘘

の
よ
う
な
天
候
に
恵
ま
れ
、

全
競
技
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
年
間
の
思
う
よ
う
に
い
か

な
い
体
育
祭
を
経
て
、
今
年

は
皆
さ
ん
の
思
い
出
に
残
る

有
意
義
な
体
育
祭
を
開
催
で

き
ま
し
た
。こ
の
経
験
を
次
の

世
代
に
も
伝
え
て
い
け
る
よ

う
、
あ
と
一
息
、
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

三
年
ぶ
り
！ 

有
観
客
で
体
育
祭
実
施

三
年
ぶ
り
の
校
外
学
習

期
間
：
二
・
四
・
五
年
生

　
　
　
　
六
月
六
日（
月
）～
八
日（
水
）

　
　
　

一
・
三
・
六
年
生

　
　
　
　
六
月
九
日（
木
）～
十
一
日（
土
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
南
洋
小
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

全
校
で
校
外
学
習（
鴨
川
）に
行
っ
て
き
ま
し
た
！
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歌
う
こ
と
が
で
き
な
い
日
々
。

少
し
ず
つ
口
ず
さ
む
程
度
に

歌
っ
た
り
、
先
生
が
ピ
ア
ノ
を

弾
き
な
が
ら
歌
を
聞
か
せ
た
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
日
、

五
歳
児
の
園
児
か
ら「
先
生
、

歌
、
歌
い
た
い
ね
」と
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。「
大
き
な
声
で
歌

え
な
い
の
な
ら
、
踊
っ
て
み
て

は
ど
う
か
」、「
手
を
使
っ
て
み

て
は
ど
う
か
」と
、
園
児
と
話

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

生
活
発
表
会

～
五
歳
児
松
組　

　

手
話
歌
を
披
露
し
ま
し
た
～

梅
雨
の
晴
れ
間
に
元
気

い
っ
ぱ
い
外
あ
そ
び

　

六
月
二
十
九
日（
水
）、
三
十

日（
木
）の
二
日
間
、
生
活
発
表

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
も

学
年
ご
と
に
、
一
日
二
回
の
入

れ
替
え
制
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
あ
わ
せ
て

行
い
、
多
く
の
保
護
者
に
園
児

の
姿
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

満
三
歳
児
パ
ン
ダ
組
は
手
遊

び
、
三
歳
児
桜
組
は
絵
本『
り

ん
ご
が
ど
す
ー
ん
』の
リ
ズ
ム

遊
び
、
四
歳
児
梅
組
は
合
奏
と

リ
ズ
ム
遊
び
を
し
ま
し
た
。
五

歳
児
松
組
は
絵
本『
い
ろ
い
ろ

へ
ん
な
い
ろ
の
は
じ
ま
り
』の

リ
ズ
ム
遊
び
と
合
奏
、
そ
し
て
、

歌
を
歌
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
が
制
限
さ
れ
、
大
き
な
声
で

　

六
月
は
、
梅
雨
時
期
で
は
あ

り
ま
す
が
、
両
隣
の
公
園
の

木
々
も
色
鮮
や
か
な
緑
色
で
、

晴
れ
た
日
に
外
に
出
る
と
風
や

空
気
が
と
て
も
気
持
ち
よ
く
感

じ
ま
す
。
天
気
が
良
い
と
園
児

た
ち
は
、「
先
生
、
今
日
は
お
外

行
く
？
」「
今
日
も
お
砂
場
で
遊

び
た
い
」と
登
園
し
て
く
る
と

真
っ
先
に
聞
い
て
き
ま
す
。

し
合
い
を
し
な
が
ら
考
え
た
結

果
、
生
活
発
表
会
で
は
、
五
歳

児
全
員
で
手
話
を
し
な
が
ら
、

歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
試
み
に
保
護
者
の

方
も
驚
き
と
感
動
が
あ
っ
た
よ

う
で
、
涙
ぐ
む
保
護
者
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
大
き
な
声
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、マ

ス
ク
を
し
な
が
ら
歌
い
、
手
話

を
し
た
五
歳
児
松
組
に
一
学
期

の
大
き
な
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
晴
れ
間
に
年
少
組
が

砂
場
に
行
き
、
泥
あ
そ
び
を
始

め
ま
し
た
。
幼
稚
園
の
砂
場
の

上
に
は
藤
棚
が
あ
り
、
日
陰
を

作
っ
て
く
れ
て
い
る
た
め
、
安

心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
コ
ッ
プ
で
砂
を
容
器
に
入
れ

た
り
、
じ
ょ
う
ろ
に
水
を
入
れ

て
流
し
た
り
、カ
ッ
プ
や
お
皿

で
ケ
ー
キ
作
り
を
し
た
り
、
山

を
作
っ
た
り
と
園
児
た
ち
が
思

い
思
い
に
遊
び
始
め
ま
す
。

　

年
少
組
は
生
ま
れ
て
か

ら
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活

を
し
て
お
り
、
保
護
者
の

方
に
話
を
聞
く
と
公
園
な

ど
の
砂
場
に
ほ
と
ん
ど
行

け
ず
、
泥
あ
そ
び
の
経
験

が
な
い
、
公
園
で
遊
ん
で

い
た
と
し
て
も
他
の
友
達

と
の
交
流
が
な
い
そ
う
で

す
。
幼
稚
園
の
環
境
だ
か

ら
こ
そ
、
泥
だ
ら
け
に
な

る
ま
で
安
心
し
て
思
い
っ

き
り
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、
友
達

や
先
生
と
一
緒
に
遊
び
、
と
も

に
感
じ
た
経
験
は
、
今
の
園
児

た
ち
に
こ
そ
必
要
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。砂
場
で
、一
緒
に
山

を
作
っ
た
り
、
水
を
流
し
た
り
、

顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
っ
て
い
る
年

少
組
の
笑
顔
を
見
て
、
今
後
も

園
児
の
心
の
成
長
を
促
し
て
い

く
保
育
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

六
月
三
日（
金
）十
六
時
ご
ろ

の
こ
と
で
し
た
。
預
か
り
保
育

の
園
児
た
ち
の「
夜
み
た
い
」と

い
う
声
を
聞
き
外
に
出
る
と
、

い
つ
も
と
は
異
な
る
空
模
様
で

真
っ
暗
で
し
た
。
何
が

起
き
る
の
で
し
ょ
う
…

　

ピ
カ
ッ
、稲
光
の
後
、

ゴ
ロ
ゴ
ロ
ド
ー
ン
と
大

き
な
音
に「
キ
ャ
ー
」と

声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、お
っ
か
な

び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
、

空
が
光
り
大
き
な
音
に

興
味
津
々
で
自
分
の『
へ

そ
』を
隠
し
な
が
ら
空
を

眺
め
て
い
ま
し
た
。
不

安
と
怖
さ
で
避
難
訓
練

と
同
様
に
机
の
下
へ
も

ぐ
る
園
児
も
い
ま
し
た
。

　

入
園
・
進
級
し
て
早
い
も
の

で
三
カ
月
。
園
児
た
ち
は
遊
び

た
い
こ
と
、や
っ
て
み
た
い
こ

と
を
見
つ
け
て
試
し
た
り
考
え

た
り
し
な
が
ら
遊
ぶ
中
で
、今

ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、友
達
と
接
し
て
い
く
中
で

一
緒
が
楽
し
い
と
感
じ
た
り
、

少
し
ず
つ
心
も
体
も
成
長
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
園
児
た
ち
の
成

長
を
保
護
者
の
方
に
見
て
い
た

だ
く
生
活
発
表
会
を
六
月
十
六

日（
木
）に
開
催
し
ま
し
た
。各
学

年
、園
児
た
ち
が
興
味
を
持
っ

て
い
る
こ
と
や
遊
び
を
題
材
に

し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
一
番
小
さ
い
年
齢
の
ク

　

突
然
の
大
雨
と
共
に
鳴
り
響

く
雷
鳴
に
み
ん
な
大
興
奮
！
排

水
が
追
い
付
か
ず
、テ
ラ
ス
に

は
ボ
コ
ボ
コ
と
水
が
溢
れ
、「
お

部
屋
に
も
入
っ
て
き
ち
ゃ
う
か

も
」と
心
配
の
声
も
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。
大
雨
で
遮
ら
れ
た

視
界
は
一
メ
ー
ト
ル
先
も
見
え

ま
せ
ん
。
雨
粒
が
大
き
く
な
っ

ラ
ス
の
満
三
歳
児
ひ
ま
わ
り
組

の
発
表
は
み
ん
な
で
お
散
歩

ご
っ
こ
で
す
。
お
気
に
入
り
の

絵
本『
い
ち
に
の
さ
ん
ぽ
』を
読

ん
で
、お
散
歩
を
真
似
て
遊
び

始
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
舞

台
の
上
で
お
散
歩
ご
っ
こ
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

三
歳
児
桜
組
は
大
好
き
な
動

物
の
ま
ね
っ
こ
遊
び
。
ウ
サ
ギ
、

ゾ
ウ
、ク
マ
に
な
っ
て
リ
ズ
ム

遊
び
を
し
ま
し
た
。
ウ
サ
ギ
の

よ
う
に
跳
ね
た
り
、ゾ
ウ
や
ク

マ
の
よ
う
に“
の
っ
し
の
っ
し
”

た
と
思
っ
た
ら
…
プ
チ
プ
チ
と

地
面
に
落
ち
る
音
が
変
わ
り
、

次
々
と
変
化
す
る
天
気
に「
雪

だ
」と
表
現
し
ま
す
。
よ
く
見

て
み
る
と
約
一
セ
ン
チ
の
雹ひ

ょ
う

が

降
っ
て
き
た
の
で
す
！
教
員
が

砂
場
に
落
ち
た
ひ
ょ
う
を
手
の

平
に
乗
せ
て
子
ど
も
た
ち
に
見

せ
る
と
、
指
で
触
り
、「
こ
れ

氷
？
」と
尋
ね
、手
に
持
た
せ
る

と
溶
け
て
な
く
な
る
ひ
ょ
う
に

驚
き
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま

し
た
。

　

わ
ず
か
十
分
ほ
ど
の
不
思
議

な
体
験
。
教
員
の
中
に
も
初
め

て
ひ
ょ
う
を
見
て
、雷
を
怖
が
る

姿
が
あ
り
ま
し
た
。「
何
で
ひ

ょ
う
が
降
っ
て
き
た
の
？
」と
覚

え
た
て
の
ひ
ょ
う
へ
の
疑
問
が

園
児
た
ち
に
生
ま
れ
ま
す
。「
な

ぜ
だ
ろ
う
？
」と
芽
生
え
た
探

求
心
。
初
め
て
の
体
験
か
ら
、

園
児
た
ち
の
気
づ
き
を
見
逃
さ

ず
に
大
切
に
育
ん
で
い
き
ま
す
。

と
歩
い
て
動
物
に
な
り
き
っ
て

い
ま
し
た
。
四
歳
児
梅
組
は
さ

ま
ざ
ま
な
野
菜
に
な
り
き
っ
て

登
場
で
す
。「
野
菜
を
食
べ
る

と
元
気
も
り
も
り
！
」と
言
い

な
が
ら
高
く
ジ
ャ
ン
プ
し
て
、

力
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
表
現

し
ま
し
た
。
五
歳
児
松
組
は

「
雨
は
つ
ま
ら
な
い
？
」「
そ
ん

な
こ
と
な
い
よ
。
ア
サ
ガ
オ
は

喜
ん
で
い
る
も
ん
」と
天
気
に

興
味
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
、太

陽
や
雨
、風
に
な
っ
て
天
気
を

表
現
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
に
舞
台
上
で
マ
ス
ク
を

外
し
て
発
表
を
し
た
こ
と
で
、

一
人
ひ
と
り
の
表
情
を
は
っ
き

り
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、楽
し
く
生
き
生
き
と
表

現
し
て
い
る
園
児
た
ち
の
姿
は

と
て
も
微
笑
ま
し
く
思
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、こ
の
経
験
が
次

へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

雹ひ
ょ
う

が
降
っ
て
き
た
！

楽
し
か
っ
た

「
聖
徳
子
ど
も
ま
つ
り
」

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

六
月
二
十
六
日（
日
）、
聖
徳

子
ど
も
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

毎
年
、
幼
稚
園

の
後
援
会
で
あ
る

父
母
の
会
が
主
催

し
て
実
施
し
て
お

り
、
本
来
な
ら
卒

園
生
な
ど
も
参
加

し
て
大
変
賑
わ
う

子
ど
も
ま
つ
り
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
為
、
今
年
度
も

園
児
と
保
護
者
一

名
に
限
定
し
、
各

学
年
一
時
間
ず
つ

に
分
散
し
て
行
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
ま
つ
り

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
園
児
た

ち
も
楽
し
く
準
備
に
取
り
組
み
、

学
年
・
ク
ラ
ス
ご
と
に
作
品

を
製
作
し
て
、
廊
下
の
壁
面
や

コ
ー
ナ
ー
に
飾
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
保
護
者
が
見
て
分
か
る

よ
う
に
、
作
品
が
で
き
る
ま
で

の
過
程
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

し
た
り
、
個
々
の
作
品
に
コ
メ

ン
ト
を
つ
け
る
な
ど
の
工
夫
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

父
母
の
会
で
は
、
マ
マ
ズ

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
作
り
の
品
を
作
っ
て
販
売

し
ま
し
た
。
子
ど
も
ま
つ
り
の

約
二
カ
月
前
か
ら
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
準

備
に
取
り
組
ん
だ
父
母
の

会　
幹
事
の
強
い
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

園
児
は
十
種
類
の
ゲ
ー

ム
が
楽
し
め
る
プ
レ
イ
チ

ケ
ッ
ト
を
使
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
ゲ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。
そ
の
都
度

ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら

う
と
、「
あ
と
二
個
ゲ
ー
ム

が
で
き
る
」「
も
う
少
し
で

十
個
ク
リ
ア
で
き
る
」と

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
楽
し

み
な
が
ら
、ゲ
ー
ム
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
笑

顔
で
参
加
し
て
い
る
様
子

が
見
ら
れ
、
充
実
し
た
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
多
摩
幼
稚
園

「
生
活
発
表
会
」

ぼ
く
の
こ
と
・
わ
た
し
の

こ
と　

み
て
み
て
！

空の様子を眺める園児たち

『あおいそらにえをかこう』の歌を手話で表現しました

5歳児のオリジナルかき氷
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学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただき、ありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

22.8.1 ret（14,7）

〒108 -0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

聖徳フラッシュ　第121号
発行人 ／川並 弘純　　編集 ／総務課

読者の声読者の声
セイトクセイトクのの派 遣 会 社派 遣 会 社 だ か らだ か ら 安 心安 心

派 遣 登 録 募 集 中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

■ 光英VERITAS中学校・高等学校（共学） ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

新型コロナウイルス感染症新型コロナウイルス感染症（（COVIDCOVID--1919））の感染拡大が懸念されています。の感染拡大が懸念されています。
本紙に掲載しているイベント・行事については、今後中止・延期になる場合があります。

事前に各学校や園に問い合わせをお願いいたします。

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

ショート

出張

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子） ●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

▶8月11日［木・祝］ 午前 ▶8月20日［土］ 午前

▶11月3日［木・祝］ 午前
▶9月25日［日］ 午前

▶9月24日［土］ 午前

▶9月14日［水］　　▶9月15日［木］　　▶9月16日［金］

▶9月9日［金］　　▶9月12日［月］　　▶9月13日［火］

▶10月5日［水］

▶10月11日［火］

▶9月9日［金］ ▶9月9日［金］▶9月27日［火］▶10月7日［金］ ▶10月17日［月］

■ 聖徳大学附属幼稚園（共学） ●お問い合わせ：047-368-6135（代）

■ 聖徳大学附属第二幼稚園（共学） ●お問い合わせ：047-341-6598（代）

説明会 説明会説明会

■ 聖徳大学多摩幼稚園（共学）
●お問い合わせ：042-676-0777（代）

■ 聖徳大学八王子幼稚園（共学）
●お問い合わせ：042-664-0972（代）

■ 聖徳大学三田幼稚園（共学）
●お問い合わせ：03-5476-8819（代）

夏の学校見学会

学校説明会

個別相談会

夜の進学説明会

入試説明会

進学説明会

入試説明会

部活動見学会

学校説明会  兼 吹奏楽コース説明会 

吹奏楽コース受験対策説明会

吹奏楽部体験会

見学会

見学会

説明会

説明会

入試説明会

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校（女子） ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

■ 聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

入試説明会【予約制】

わくわくオープンスクール【予約制】

▶8月27日［土］ 【午前の部】 10：00～11：30
【午後の部】 14：45～16：00

▶8月20日［土］ 【午前の部】 10：00～12：10
【午後の部】 14：45～16：00

▶8月7日［日］
　10：00～

▶9月10日［土］
　10：00～

▶8月2日［火］
　18：00～

▶9月3日［土］
　10：00～

▶12月3日［土］
　13：00～

▶10月30日［日］
　10：00～

▶11月10日［木］
　18：00～

▶12月17日［土］
　10：00～

▶10月16日［日］午前
聖徳祭（文化祭）同時開催

▶8月7日［日］9：30～11：30

▶9月10日［土］14：00～

▶9月24日［土］・25日［日］ 光英祭（文化祭）同時開催
▶11月5日［土］9：30～11：30
▶12月24日［土］9：30～11：30

▶10月10日［月・祝］
　9：30～11：30

▶8月7日［日］
▶10月10日［月・祝］

▶8月28日［日］ 静岡

▶8月21日［日］
▶11月6日［日］

▶9月18日［日］

▶10月15日［土］
　9：30～11：30

▶11月20日［日］
　9：30～11：30

▶12月10日［土］
　9：30～11：30

▶11月12日［土］
　9：30～11：30

▶12月3日［土］
　9：30～11：30

▶11月19日［土］ 9：30～11：30　※小学4・5年生対象学校説明会

▶8月11日［木・祝］9：30～11：30
▶8月28日［日］9：30～11：30

▶10月15日［土］14：00～

▶11月26日［土］9：30～11：30
▶12月25日［日］9：30～11：30

▶8月28日［日］13：30～15：30

▶10月30日［日］ 午前
▶11月23日［水・祝］ 午前▶11月19日［土］ 午後

▶11月12日［土］ 午後
▶11月26日［土］ 午後

▶9月10日［土］ 10：00～11：30（午前のみ） ▶10月29日［土］ 10：00～11：30（午前のみ）

▶8月20日［土］
　10：00～

▶9月23日［金・祝］
　10：00～

▶9月14日［水］
　18：00～

▶10月22日［土］
　10：00～

▶11月5日［土］
　10：00～

▶12月8日［木］
　18：00～

▶8月28日［日］
　10：00～

▶10月1日［土］
　10：00～

▶10月13日［木］
　18：00～

▶11月19日［土］
　10：00～

中学校

中学校

中学校

中学校・高等学校

中学校・高等学校

高等学校

高等学校

※8月から12月までの予定です。詳細及び1月以降の予定につきましては、各校にお問い合わせください。学校説明会関係行事のご案内

来校型・オンライン配信型

お問い合わせ 047-365-1200（直通）通信教育部通信教育部（（共学共学））　令和4年度 秋学期生募集令和4年度 秋学期生募集
　通信教育部では、令和4年度秋学期生の募集を開始しています。ぜひ
この機会に、働きながら免許や資格が取得できる通信教育にチャレンジ
してみませんか。
　入学説明会・入学個別相談はオンラインにて開催いたします。各回事前
予約制となり、定員に達した場合は受付終了となります。詳細はホーム
ページ「NEWS」でご確認ください。

■ 聖徳大学大学院 通信教育課程
●児童学研究科 児童学専攻 
　〔博士前期課程／博士後期課程〕

■ 聖徳大学 通信教育部
■ 聖徳大学短期大学部 通信教育部

秋学期生願書受付期間
▶大学・短大 ～10月31日（月）【必着】

※書類選考のみ
▶大学院（博士前期課程）

B日程：8月1日（月）～8月15日（月）【必着】
※8月21日（日）試験

聖徳大学・短期大学部で
取得可能な免許・資格

大学・短大卒業資格
幼稚園　小学校　中学校（英語・国語・社会）
高等学校（英語・国語・地歴・書道・福祉）
養護教諭
保育士　社会福祉士（受験資格）
精神保健福祉士（受験資格）
公認心理師（大学）認定心理士 准学校心理士
心理相談員（基礎資格）
児童福祉司※要実務1年　児童指導員
心理判定員・児童心理司　図書館司書
学芸員　社会福祉主事

教
員
免
許

教
員
免
許

資　

格

資　

格

● オンライン入学説明会（予約制） ● オンライン入学個別相談（予約制）

入学説明会
8/14（日） 9/18（日） 10/2（日）

各日 13：00 〜 13：45

公認心理師
入学説明会

8/28（日） 9/18（日） 10/2（日）
各日 11：00 〜 12：10

・ ご予約は、通信教育部HP 〈入学説明会ページ〉から
　30日前から当日2日前の23：59までにご予約ください。

8/6（土）・8/7（日）・8/21（日）・8/27（土）・

9/3（土）・9/4（日）・9/11（日）・9/25（日）・

10/1（土）・10/8（土）・10/9（日）・10/15（土）・10/16（日）

各日 10：00 〜 15：00

・ ご予約は、通信教育部HP 〈予約フォーム〉から
　30日前から当日2日前の23：59までにご予約ください。

※電話相談は上記日程以外にも 【平日 9:00-17:00、 土 9:00-15:00】 の間で予約不要で受け付けております。

　かすがの森から車で約1時間の距離にある八島湿原は標高1,630m。長野県のほぼ中央、
3,000ヘクタールの大草原が広がる霧ヶ峰高原の北西部に位置する八島湿原一帯は自然
のたいへん豊かなところです。中でも日本を代表する高層湿原である八島ヶ原湿原は
その重要性を早くから認められ、1939年（昭和14年）に国の天然記念物の指定を受け
ました。また国の文化財としても登録されました。
　12,000年の歴史を持つ湿原の主役ともいえるミズゴケの種類は18種にのぼり、八島ヶ
原湿原の約490倍もある日本最大級の釧路湿原とほぼ肩を並べています。

長野県佐久市
春日2258-1

信州佐久 春日温泉 自然体感リゾート ご予約はお電話にて 電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。

http ://www.kasuganomori.com/

問 合 先：八島ビジターセンター あざみ館
住　　所：〒393-0000 長野県諏訪郡下諏訪町八島湿原10618
電　　話：0266-52-7000
開館期間：4月下旬〜11月上旬（期間中無休）
開館時間：9 :30〜16 :30　入館無料

八島湿原

画像提供·諏訪地方観光連盟

令和4年度 大学・短期大学部／後援会・保護者会 開催日程
開催日 時間 場所

9月4日（日） 12：30 【第51回】 新潟地区支部総会・保護者会 新潟 ・ 万代シルバーホテル

9月11日（日） 12：30 【第43回】 東北（南）支部総会・保護者会 郡山 ・ ビューホテルアネックス

10月2日（日） 12：30 【第25回】 静岡県支部総会・保護者会 静岡 ・ ホテルアソシア静岡

10月9日（日） 12：30 【第50回】 東北（北）支部総会・保護者会 仙台 ・ 仙台ガーデンパレス

10月16日（日） 12：30 【第43回】 甲信地区支部総会・保護者会 甲府 ・ 談露館

10月23日（日） 12：30 【第52回】 九州・沖縄地区支部総会・保護者会 那覇 ・ ホテルJALシティ那覇

10月30日（日） 12：30 【第47回】 北関東支部総会・保護者会 大宮 ・ JA共済埼玉ビル

11月6日（日） 12：30
【第51回】 茨城県支部総会・保護者会

聖徳大学
【第45回】 東京地区支部総会・保護者会

11月27日（日） 12：30 【第47回】 千葉県支部総会・保護者会 聖徳大学

▶9月7日［水］　　▶9月8日［木］

▶9月5日［月］　　▶9月7日［水］　　▶10月6日［木］

▶10月8日［土］

▶10月7日［金］

■ 聖徳大学附属成田幼稚園（共学） ●お問い合わせ：0476-26-3371（代）

■ 聖徳大学附属浦安幼稚園（共学） ●お問い合わせ：047-383-9488（代）

見学会

見学会

説明会

説明会


